
 福州
泉州

広州

安南

堺
釡山

北京

アユタヤ

マラッカ

パタニ

サムドラ

パレンバン

スンダ・カラパ グレシク

ルソン

博多
坊津

 

沖縄県立埋蔵文化財センター

2019年 2月19日火　 5月12日日

首里城京の内跡出土品展

平成　 年度 重要文化財公開30



目　次

ごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 	1	 　
首里城「京の内」とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 	2

「首里城京の内跡出土品」について・・・・・・・・・・・・・・・	 	3　
　　コラム 1.  どのようにして保存修理が行われるの？  4

大交易時代の琉球と日本・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・		5
　　コラム 2.  京の内出土のクメール陶器    7   /  コラム 3.「天上人間」銘鐘の謎    8

琉球から日本へ運んだ交易品・・・・・・・・・・・・・・・・・・		9
　　コラム 4.  琉球銭の製作方法　10　/   コラム 5.  首里城内の螺鈿・漆器製作   11	 	　

日本からもたらされたもの	・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 12

　　コラム 6.  首里城における金属製品の生産   13

重要文化財指定基準 /重要文化財指定の名称と指定理由・・・・・	 14	

重要文化財首里城京の内跡出土陶磁器指定一覧・・・・・・・・・	 15

首里城京の内関連年表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 16

引用・参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 17

【凡例】
１．本図録は、重要文化財公開 首里城京の内跡出土品展 『 大交易時代の琉球と日本』（開催期間：平成 31 年 2 月 19 日　
　　～ 5 月 12 日）の展示を補完するものとして、編集・作成しました。

２．企画及び原稿執筆は、新垣力・瀬戸哲也・金城貴子・久髙健が行い、その他必要に応じて本文に記載させていただきました。

３．文化財保護・教育普及・学術研究を目的とする場合は、著作権（発行）者の承諾を得ずとも、本図録を複製して利用できます。
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                                                    ごあいさつ

　
　

　昭和47(1972) 年５月15 日の本土復帰の日に国指定史 跡となった首里城 跡は、琉球王

国の王城として450 年余の長きにわたって沖縄の歴史・文化の中心でありました。

　 この首里城の中で「 京の内」と称された区域は、正 殿や北 殿など政 治を行う区域とは

離れた内郭の南 西地 域にあり、文 献や伝 承に拠りますと首里城の聖域 空間として、国王

の即位 式をはじめ琉 球王国の重要な儀 式や祭司がおこなわれた空間とされ、「神が降臨

する聖域」と考えられております。

　 沖 縄 県 教 育 委 員会 が「 京の内 」の 規 模や 遺 構 変 遷などの 解 明を目的として、平成６

(1994) 年度から平成９(1997) 年度に実 施した発掘調査において、1459 年に消失した

倉庫跡が発見されました。

この倉庫跡からは、中国やタイ、ベトナム、日本などを産地とする数多くの陶磁器や 金

属・ガラス製 品などが出土しております。これらは、まさに首里城に掲げられていた「 以

舟楫 為万国之津梁異産至 宝充満（ 船舶を諸国と結ぶ 架け橋とすることによって、異国の

宝 物 類が国中に充満する）」の刻銘がある「 万国 津
しん

梁
りょう

の鐘 」(1458 年鋳 造) の銘文を彷

彿させる、中継貿易で栄えた琉球王国の繁栄を示す貴重な資料となっております。

このことなどから、出土した陶磁器５１８点や 金 属製品一括・ガラス玉一括は、沖縄 県

で初めて考古資料の部で平成12（2000）年に国の重要文化財に指定されました。

　本展では、これらの国指定の重要文化財を中心に一般公開いたします。

本年は、1879 年に琉球 藩が廃され沖縄 県が設 置された廃 藩置県から数え、丁度140

年目となります。この機 会に多くの方々が本展をご 覧 頂き、大 交易時 代の琉 球王国の繁

栄とダイナミックさを実 感していただきますとともに、郷土の歴 史や埋 蔵 文化 財への理

解が一層深まることとなれば幸いです。

　　平成31 年2 月19 日　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄 県立埋 蔵文化財センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　登　川　安　政
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　	首里城内は、政

まつりごと

を司
つかさど

る正殿一帯と、国王のプライベート空間である御
お

内
うち

原
ばら

、聖域空間
である京の内に大きく分けることができます。京の内は、首里城内の南西側を占める面積
約 5,000 ㎡の区画を指します。
　琉球王国の正

せい

史
し

、『中
ちゅう

山
ざん

世
せい

鑑
かん

』に記されている琉球の創
そう

世
せい

神
しん

話
わ

によると、天上に住む天
帝の指示を受けた創世神アマミクが辺

へ

戸
ど

の安
あ

須
す

森
むい

から最良の聖地を求めて南下しつつ、今
な

帰
き

仁
じん

カナヒャブ、知
ち

念
ねん

森
むい

、斎
せい

場
ふぁ

嶽
だけ

、藪
やぶ

薩
さつ

の浦
うら

原
ばる

、玉城アマツヅ、久
く

高
だか

コバウ森と巡り、首
里城の首

しゅ

里
り

森
むい

グスク、真
ま

玉
だま

森
むい

グスクの御
う

嶽
たき

を創設するとともに、琉球の島々をつくります。
　京の内は、アマミクが最後に降り立った場所であり、琉球最高の聖域として認められた
場所です。ここでの「京」は、霊力（セジ・シジ）と同義とされています。歴代の国王は、
この最適の地に造った首里城を行政と祭祀の中心としました。
　王府の神

しん

女
じょ

・女
にょ

官
かん

関係の文書がまとめられた『女
にょ

官
かん

御
お

双
そう

紙
し

』には、首里城内に 10 箇所
の御嶽があるとされています。これらは城内の東西南北、南東、南西、北東、北西のほか、
上下に配置されており、ありとあらゆる方向の守りとしたと考えられます。これらの御嶽
において、祭祀を司る多くの神女たちは、国王が末永く優れた存在であり続けられるよう
祈りました。この様子は、『おもろさうし』の中にうたわれています。
　このような背景から、京の内跡から出土した遺物の数々は、城内で執

と

り行われた祭
さい

祀
し

に用
いられた可能性を示しているのです。

首里城「京の内」とは
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京の内跡出土陶磁器

　
　重要文化財「首里城京の内跡出土品」とは、首里城内で最も重要な聖域であった「京の
内」地区の発掘調査によって発見された資料の中でも、平成６年度の調査によって発掘さ
れた倉庫跡（1459 年の火災で焼失）から出土した資料です。これらは平成 12（2000）年に、
沖縄県で初めて国の重要文化財（考古資料）として指定を受けました。
　沖縄県教育庁では、首里城跡の復元整備を行う目的で、昭和 47（1972）年を最初として、
長年、首里城跡の発掘調査を実施してきました。「京の内」地区については、平成６（1994）
年度から平成９（1997）年度までの４か年間発掘調査を実施しました。
　発掘調査により様々な遺構や遺物が発見されましたが、特に注目されたのが、15 世紀
中頃の土坑 SK01 と称される倉庫跡です。倉庫跡は入口から室内へ下る階段が確認された
ほか、土坑内からは大量の陶磁器類が出土しました。
　これらの陶磁器を調べると、以下のような特徴がわかりました。

　①中国産陶磁器を中心にタイ、ベトナム、日本産の製品があり、古くは 14 世紀中頃の
　　製品もみられるものの、主体は 15 世紀初頭～中頃の製品である。これらの陶磁器は、
　　交易によって琉球に運ばれたものと考えられ、まさに中継貿易で栄えたかつての琉球
　　王国の歴史を伝えるものと言える。
　②出土した陶磁器の中には、世界でも数点しか見つかっていない紅釉水注や、世界的に
　　類例のみられない青花の大合子など、世界的にも稀少な製品が含まれる。
　③出土した遺物の多くに、火熱を受けた痕跡が確認された。この痕跡を手掛かりに、陶
　　磁器の年代観や首里城で発生した火災に関する記録を調べた結果、土坑 SK01 は天順
　　３（1459）年に火災で焼失した倉庫跡と判断された。

　このような重要性に鑑み、平成 12（2000）年６月 27 日付けで「首里城京の内跡出土陶
磁器」518 点が国の重要文化財（考古資料）の指定を受けました。あわせて金属製品やガ
ラス玉についても一括で指定を受けました。
　当センターでは、重要文化財を長
期的に保存し、国民共有の財産とし
て公開、活用を図るために、文化庁
の補助を受け、保存修理事業を実施
しています。平成 16（2004）年度か
ら始まった本事業では、これまでに
陶磁器と金属製品をあわせて 200 点
を超える資料の修理が完了し、適切
に保存管理を行っています。

「首里城京の内跡出土品」について「首里城京の内跡出土品」について「首里城京の内跡出土品」について
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どのようにして保存修理が行われるの？

　重要文化財の保存修理はどのように行われているのでしょうか？ 
　　　　　　　　
　　　　　　　ほとんどは破 片の 状 態で発掘され、そのうち器形 復 元ができるものにつ
いては、過去の資料整理の段階で、石膏を用いて全形の復元を行っていました。しかし石膏
は耐用年数が短いため、より適切な保存と活用を図るために、耐久性と強度のある樹脂へ
の置き換えを進めています。
　

　

　
　

　　　　　　　陶磁器と異なり、全形のうかがえる資料が多数みられますが、錆などによ
る劣化が著しく、一部には早急な保存処理が必要な製品もありました。接合が可能な資料
については復元を進める場合もあります。

　
　保存修理された資料は、当センター内の特別収蔵庫で適切に保管しており、毎年開催す
る「重要文化財公開 首里城京の内跡出土品展」などで活用しています。

陶磁器の現状を調査した後に解体し、その後表面

に付着した新しい汚れ（石膏など）を除去する。

製品の表面観察とともに、Ｘ線写

真を撮影し、内部の状態を調査。

実測図や参考資料等より全体の形状を検

証しながら形を作る。

復元部分が実物部分と違和感なく、かつ両者

の判別ができる様に補彩を行い、仕上げる。

陶磁器

金属製品

錆などを除去した後に防錆処理

や補強のための樹脂充填を行う。

コラム
  1

処理後処理前

解 体 復 元

修理後
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　現在は沖縄県立博物館・美術館で展示されています、かつて1458 年に造られたと
される首里城正殿に掛けられていた、いわゆる「万

ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘」には次のような文章が
漢文で刻まれています。

　　「琉球国は南海の勝
しょう

地
ち

にして、三
さん

韓
かん

の秀
しゅう

を鍾
あつ

め、大
たい

明
みん

を以て輔
ほ

車
しゃ

となし、日
にち

域
いき

を以
もっ

て唇
しん

歯
し

となす。此の中間にありて湧
ゆう

出
しゅつ

せる蓬
ほう

莱
らい

島
とう

なり。舟
しゅう

楫
しゅう

を以て万国の津
しん

梁
りょう

となし、異
い

産
さん

至
し

宝
ほう

は十
じっ

方
ぽう

刹
さつ

に充満せり。	＜後略＞」	（読み下し文）

　この意味は、琉球が朝鮮や中国、日本と密接に関係を結び、船によって交易を行うこ
とで、国々の架け橋として異国の宝物で満ちた理想の島ということをうたっており、15
世紀頃の琉球国が交易によって繁栄していた「大交易時代」であったことを裏付けるも
のとされています。首里城京の内跡を中心に出土する中国・朝鮮・ベトナムで作られた
焼き物の高級品は、まさにその宝物の一部であったと言えましょう。また、大量に出土す
るタイで作られた大小の壷の中には、泡盛の原型とされる「香花酒」、または胡椒など
の香辛料など、珍しい品々が入っていたのかもしれません。

陶磁器の一部 代表的なタイ産・ベトナム産のやきもの

　それでは、なぜ琉球は大交易時代を迎えることが出来たのでしょうか。1368 年に建
国された明は、その政情安定のために倭

わ

寇
こう

対策の一環として自国の商人に対して海禁
政策をとっており、対外交易は明への朝

ちょう

貢
こう

を行った国に限っていました。そのため、日
本にも倭寇対策のため朝貢を促しており、室町幕府の足利義満などが応じましたが、
以前と比べると中国との交易頻度は少なくなっていました。そこで琉球はその状況を生
かし、中国で得られた絹織物や陶磁器を日本や東南アジアへ運び、各地の特産品を仕
入れ、それを中国への朝貢品とするというように、アジア間での中継貿易を行ったので
す。

大交易時代の琉球と日本大交易時代の琉球と日本大交易時代の琉球と日本
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　この大交易時代の琉球では、日本で作
られた刀や屏

びょう

風
ぶ

、扇などを仕入れてそれを
中国への朝貢品としていたと考えられてい
ます。しかし、首里城などで出土している
日本産の焼き物の出土量は、中国や東南
アジア産のものと比べるとそれほど多くあ
りません。それでは、当時の琉球と日本は
単なる交易相手であって、現在のようにお
互い人々が訪れ滞在し、時には移住したり
するなどの深い交流はなかったのでしょう
か？	
　その答の一つには、やはりこの首里城正
殿に掛けられていた鐘にあります。先の文
章の続きには、この鐘は尚

しょう

泰
たい

久
きゅう

王が相国
寺の住職である渓

けい

隠
いん

（安
あん

潜
せん

）にこの文章
を考えさせ、鐘自体は藤

ふじ

原
わらの

國
くに

善
よし

という鋳
い

物
も

師
じ

に作らせたことが記されております。
二人の人物は日本人と考えられており、鐘
の形や文様から九州北部の特徴を示して
おり、まさに日本の鐘が掛けられていたのです。
　文献史料による琉球史研究では、当時の琉球における対外交易は日本人、特に禅宗
という仏教の僧侶が大きく関係していたと考えられており、役人や祭

さい

祀
し

を行う神女（ノ
ロ）を任命する文書には平仮名が使われています。また、近年の調査研究では、琉球に
おける対外との玄関口であった那覇港は14 世紀には存在し、中国人のほか多くの日本
人も居住しており、15 世紀には首里・那覇には日本僧が関係した多くの寺院があったこ
とが明らかになってきています。その証拠として、首里城や寺院に掛けられていた鐘は
今も10 個以上が沖縄県内に残されており、首里城正殿跡の発掘調査では沖縄戦の被
害を受けて破片となったものが出土しております。
　今回は、琉球が繁栄していた大交易時代の日本との様々な交流や関係について、首
里城京の内跡出土品を中心に、関係する出土品なども加えながら展示紹介していきた
いと思います。

那覇港北岸の渡地村跡の調査 首里城北側隣接の円覚寺跡の調査
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琉球とアジア間の交易図
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  2　　　　　　　京の内出土のクメール陶器

　

　京の内からは、最少で76 個体のタイ産褐釉陶器が出土しています。これらの器種は貯蔵
や運搬に用いたと考えられる壺で占められており、生産地はスコータイ県のシーサッチャ
ナライ窯とシンブリ県のメナムノイ窯がほとんどですが、この中に１個体だけ他と違った特
徴を持つ製品があります。
　

　
　この製品については、調査報告書が刊行された当初から従来の資料とは異なると指摘さ
れていましたが、近年の 研究によりタイのブリラム県で生産されたものであることが判明
しました。この地域は、タイの東隣に接するクメール王朝（現カンボジア）の版図が西側（タ
イ側）に広がっていた頃の支配領域であり、陶
器の生産技術もクメール文化の影響を受けて
いることから、京の内出土資料はクメール陶器
と位置づけられます。
　 京の内出土の クメール 陶 器は、タイを含 む
東南アジア地 域 以外で出土した初の事 例であ
り、しかも年代 の 推 定できる非常に貴 重な資
料とされています。またこの製品は、他のタイ
産褐 釉 陶 器と同じく、中に貿易品を 納 めるコ
ンテナの役割を果たしたと考えられており、15
世紀に琉球王国が南海地域で展開した中継貿
易の実相を知る上でも重要といえます。

復元図
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　　 　「天上人間」銘鐘の謎
　
　首里城正殿の発掘調査は沖縄県教育委員会により昭和60・61（1985・1986）年度に行
われました。この調査では、戦前にあった正殿は数 度の改修が行われたことなど様々な成
果が得られました。その中で、表面が溶けたようにただれた鐘の破 片が163 点出土しまし
た。正殿 跡には直径９ｍにも及ぶ大きな穴が見られ、沖縄 戦時の砲弾が落とされたことに
よりあいたと考えられることから爆弾穴と称され、鐘の破 片はここを中心に出土してます。
つまり、この鐘の破片は沖縄戦の砲火による戦災の生き証人です。
　しかし、先に述べたようにかつて首里城正殿には 現存する「万国津梁の鐘」が掛けられ
ていたはずであり、首里城にはもう一つ鐘があったということでしょうか。この謎について、
当時の調査担当者であった上原靜さんは、この鐘の 破 片の中に「天上人間」と読める字に
注目しました。そして、首里王 府が1731 年にまとめた琉 球の地誌『琉 球国旧記』に、「天上
人間」を含んだ銘が記された鐘が相国寺にあったことを突き止めました。

　

　

　

　
　
　
　
　ところが、1713 年の地誌『琉球国由来記』には、「相国寺は廃寺になっており鐘は天界寺
に移された」との内容が記されており、戦前まで首里城正殿を拝殿とした沖縄神社に保管
されていたようです。
　このように、「天上人間」という文字が残された鐘の破片は琉球・沖縄の盛衰を知る重要
な資料と言えましょう。
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正殿出土梵鐘 「天上人間」の拓本
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　　 　「天上人間」銘鐘の謎
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　大交易時代には琉球から日本へどのようなものが交易品として運ばれたのでしょうか。
琉球史研究では中国で仕入れた様々な商品を日本へ運び、それと引き換えに日本で作られ
た刀などを購入したと考えられています。ただ、中国の商品と考えられるものの中には、
織物なども含まれますが、地中に埋まってしまうと腐ってなくなります。そのため、交易
を考える上で重要となる主な出土品は中国産陶磁器となります。
　日本に運ばれた中国産陶磁器の具体的なものとして、最も盛んに交易がおこなわれてい
たと考えられる 15 世紀のものとしては、浙

せっこうしょうりゅうせんよう

江省龍泉窯で生産された青磁が考えられ、首
里城京の内跡を始め県内各地で大量に出土しております。その代表的なものとして、雷

らい

文
もん

帯
たい

碗
わん

、酒
しゅ

会
かい

壺
こ

、稜
りょう

花
か

または花弁形の皿や盤が挙げられます。
　これらの陶磁器は日本各地でも出土しておりますが、その量は中国産陶磁器がピークで
あった 12・13 世紀には及びません。それは、日本最大の貿易港である博多でも同様です。　　　
そこで、先に紹介した九州北部の鐘が琉球に見られるようになることを踏まえると、陶磁
器は琉球を経由して博多などへもたらされたことが考えられるのです。一方、堺では琉球
と同様に 15 世紀の陶磁器が多く、青磁だけでなく県内で多く出土する中国・タイ産陶器
の壷が見られるようになります。このことは、博多以外に堺も琉球との交易に深く関わっ
た事が想定されるのです。

中国産陶磁器

9稜花盤
雷文帯碗

酒会壺

琉球から日本へ運んだ交易品琉球から日本へ運んだ交易品琉球から日本へ運んだ交易品



　陶磁器以外に、中国銭も琉球から日本へもたらされた可能性が考えられます。県内で最
も出土量の多い中国銭は洪

こう

武
ぶ

通
つう

寶
ほう

や永
えい

楽
らく

通
つう

寶
ほう

といった明
みん

銭
せん

です。ただ、本土で多いのはそ
れより古い北

ほく

宋
そう

銭
せん

なのです。しかし、博多を始めとした九州では洪武通寶が比較的見られ、
戦国時代には、織田信長が旗印にしたのは永楽通寶です。つまり、琉球の大交易時代であ
る 15 世紀に琉球を経由してこれらの明銭がもたらされていたという可能性があるのです。
このころ琉球では、それまで明から与えられていた銅銭が途絶えたためか、尚泰久王が大
世通寶、尚徳王が世高通寶を鋳造しており、堺や博多でも出土しています。
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中国銭

10

　

　　 　琉球銭の製作方法
　
　今回紹介している大世通寶（初鋳1454 年）と世高通寶（初鋳1461 年）は、明銭である永
楽通寶（初鋳1408 年）の「永楽」を削り取り、「大世」や「世高」の文字を嵌

は

め込んだ種銭か
ら起こした鋳型で製作されています。そのため、「大世」・ 「世高」と「通寶」の字体が異なっ
ているのが特徴です。

洪武通寶
（初鋳 1368 年）

永楽通寶
（初鋳 1408 年）

大中通寶
（初鋳 1361 年）

大世通寶
（初鋳 1454 年）

世高通寶
（初鋳 1461 年）

琉球銭



銭蔵東のヤコウガイ等出土状況
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　　 　首里城内の螺鈿・漆器製作
　
 　近年の首里城内の調査では、15 ～16 世紀に螺 鈿を製作していたと考えられる大量の
ヤコウガイの殻や研磨された貝破片が発見されました。これらの螺鈿は漆器に使用されて
いたと考えられ、それらが日本に運ばれていた可能性もあります。

螺鈿片



　大交易時代の華やかなりし頃、日本から琉球へも様々な文物がもたらされました。この
うち、京の内跡出土品を含む首里城跡及び周辺遺跡の発掘調査で得られた資料の中から、
該当するものを紹介します。
　まずは京の内跡出土品にみられる資料として備前産陶器が挙げられます。これは現在の
岡山県で生産された硬質の焼締陶器で、京の内跡出土品には擂鉢・壺・甕が確認されてい
ます。
　次に京の内跡出土品には含まれませんが、首里城跡の他地域や周辺遺跡から発見されて
いる資料として瓦質土器と瀬戸産陶器が挙げられます。瓦質土器は具体的な産地は不明で
すが、胎土や文様の特徴から北部九州地域に由来する可能性が指摘されており、器種は火
鉢と風

ふ

炉
ろ

が確認されています。瀬戸産陶器は現在の愛知県を産地とするもので、代表的な
資料に天目がみられます。
　上記の資料はいずれも同時期の日本で多数流通しており、日常生活に必要な道具であっ
たと推定できますが、県内での出土例は首里城などの拠点的な遺跡に限られています。そ
の理由のひとつに、当時の日本からもたらされた禅宗の影響が指摘されています。禅宗は
茶との関係が深く、天目で茶を飲むという行為が儀礼的にも重要であったため、琉球へも
禅宗を通じて天目での喫茶法が伝わったと考えられます。その際、瓦質土器は暖を取る道
具として火鉢、湯を沸かす道具として風炉を用いたのでしょう。この他、擂鉢に代表され
る備前産陶器も、当時の日本における食文化などの一端を示す興味深い資料といえます。

備前産陶器 瀬戸産陶器（天目茶碗）

瓦質土器（風炉 口縁部）

風炉の実測図
(青森県尻八館出土）
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日本からもたらされたもの日本からもたらされたもの日本からもたらされたもの



コラム
  6　　　　　　　首里城における金属製品の生産

　琉 球王国の金属製品については、中国や日本から運ばれたものだけでなく、琉 球産と考
えられる資料が含まれています。近年、これらの製品を製作した可能性の高い工 房跡が 複
数発見されており、その中でも首里城跡西のアザナ地区では特筆すべき成果が得られてい
ます。
　西のアザナ地区の発掘調査では、遺構に関係する炉跡・鞴羽口・溶解炉のほか、金属生産
及び金工品製作に用いた坩

る

堝
つぼ

・金
かな

鉗
ばさみ

・鋳
い

型
がた

・鋳
ちゅう

銭
せん

・砥
と

石
いし

・金
かな

床
とこ

石
いし

などが出土しており、15
～16 世紀に首里城内で金属生 産や 金工品製作を行っていたことがわかりました。このう
ち、鋳型には梵

ぼん

鐘
しょう

や何らかの器 物の製作に用いたとみられるものがあり、大小 様々な製品
を鋳造していたことが確認されました。また、坩堝に付着した金粒の分析により、当該地区
では鉄や銅の鍛冶・鋳造に加え、金製品の製作、もしくは鍍金の作業を行っていたことも判
明しました。
　ところで、これらの金属製品製作に必要な原材料はどこから入手したのでしょうか。当時
の琉球王国では産出しておらず、全てを輸入に頼っていたと思われますが、そのヒントとな
るものがグスクなどから出土する小割りの銅製品です。例えば首里城跡鎖之間地区からは
人為的に細かく破砕した銭貨が多数出土しており、これらを銅製品の原材料として再利用
したと考えられます。
　西のアザナ地区の金属工房跡は16 世紀頃まで稼動したと推定されていますが、その後
も首里城内では17 世紀前半頃まで小規模な金属生産や金工品製作が行われていました。
　17 世紀後半以降の様相は 現在のところ不明ですが、この頃は 城外 の首里・那覇地 域に
金属工房が展開していく時期でもあり、首里城内の金属工房は役割を終えたのかもしれま
せん。

首里城西のアザナ跡調査地区位置図 炉 跡
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13



14



15



16

京   の   内   の   遺   物 中 国 ・ 沖 縄 の 主 な 流 れ中
国

琉
球

日
本

 六 〇 七 　  隋 の 煬 帝 、 朱 寛 を 琉 球 に 派 遣

— 南 宋 か ら 元 に か け て 陶 磁 器 の 輸 出 が め ざ ま し く な る —

— 中 国 江 西 省 ・ 景 徳 鎮 の 台 頭 —

— こ の 頃 、 景 徳 鎮 で 青 花( 染 付) 磁 器 が 完 成 す る —

— こ の 頃 、 景 徳 鎮 で 五 彩 色 絵 が 創 作 さ れ る —

一 三 五 〇 　 察 度 、 浦 添 按 司 か ら 中 山 王 と な り 首 里 へ

一 三 六 八 　 明 が 興 る

一 三 七 二 　 中 山 王 察 度 、 は じ め て 明 に 進 貢

一 三 八 〇 　 山 南 王 承 察 度 、 明 に 進 貢

一 三 八 三 　 山 北 王 怕 尼 芝 、 明 に 進 貢

一 三 八 五 　 明 の 太 祖 、 中 山 ・ 南 山 両 王 に 海 船 贈 与

一 三 八 九 　 察 度 、 朝 鮮( 高 麗) と 通 好 す る

一 三 九 二 　 閩 人 三 六 姓 渡 来 、 と 伝 わ る

一 四 〇 四 　 冊 封 使 、 は じ め て 来 琉 　 　 　

　 　 　 　 　 シ ャ ム( タ イ) 船 渡 来 し 交 易

一 四 〇 六 　 尚 巴 志 、 武 寧 王 を 討 ち 父 ・ 思 紹 を 王 に た て る 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　< 察 度 王 統 滅 亡 、 第 一 尚 氏 興 る>

一 四 一 六 　 尚 巴 志 、 山 北 王 攀 安 知 を 討 つ

一 四 二 〇 　 尚 思 紹 、 シ ャ ム に 使 を 遣 わ す

一 四 二 一 　 パ レ ン バ ン( イ ン ド ネ シ ア) と の 交 渉 は じ ま る

一 四 二 七 　 龍 潭 を 掘 り 安 国 山 を 築 く

一 四 二 九 　 尚 巴 志 、 三 山 統 一

一 四 五 三 　 志 魯 ・ 布 里 の 乱 が 起 こ り 、 首 里 城 炎 上

 — 五 彩 の 手 法 が 中 国 ・ 民 窯 で 盛 ん に な る — 

一 四 五 四 　 尚 泰 久 の 即 位

一 四 五 六 　 冊 封 使 の 李 秉 彜 ら 来 琉

一 四 五 八 　 万 国 津 梁 の 鐘 鋳 造

一 四 五 九 　 首 里 城 京 の 内 倉 庫 が 炎 上

一 四 六 三 　 マ ラ ッ カ へ 使 者 を 派 遣

一 四 七 〇   金 丸( 尚 円) 即 位

　 　 　 　   < 第 二 尚 氏 王 統 始 ま る>

一 四 七 七 　 首 里 城 歓 会 門 、 久 慶 門 の 創 建

一 四 九 〇 　 パ タ ニ( タ イ) と 始 め て 交 易

 — こ の 頃 か ら 、 沖 縄 に 入 っ て く る 陶 磁 器 が 減 少 し 始 め る —

一 五 〇 一 　 玉 陵 を 築 く

一 五 〇 八 　 首 里 城 北 殿 の 創 建

一 五 二 九 　 首 里 城 守 礼 門 の 創 建

一 五 七 〇 　 南 方 貿 易 の 記 録 途 絶 え る
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〒 903-0125   沖縄県中頭郡西原町字上原 193-7
TEL : 098-835-8751  　　　　　　　　入所無料

【開所時間】 午前 9 時～午後 5 時（入所は午後 4 時 30 分まで）

【休 所 日】   毎週月曜日、 国民の祝日（こどもの日、文化の日を除く）
年末年始、慰霊の日（6 月 23 日）
※月曜日が祝日の際は、翌火曜日も休所

沖縄県立埋蔵文化財センター

 関連行事のご案内　　予約不要 ・ 参加無料

　 文化講座　　

日時 ： 3月 23日 (土 ）   13：30 ～16：15（開場 13 :00  )
       会場 ： 研修室　　　定員 ： 先着 100 名

　　　内容 ：「出土した陶磁器からみた琉球と堺の交易」　　

續 伸一郎 （堺市博物館 学芸課主幹）

「大交易時代と博多」　

　大庭 康時 （福岡市埋蔵文化財課 課長）

　　　　ギャラリートーク

第1 回　2月 23日 (土 ）  

第2 回　4月 20日 (土 ）  

              第3 回　5月 11日 (土 ）  

会場 ： 企画展示室　　解説 ： 当センター専門員

各回とも　14：00 ～14:30
※先着各20 名

◆◆ ◆◆

◆◆ ◆◆




